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定 例 会

　水道料金の基本料金
を２か月間免除し、急
激な物価高騰に対し負
担軽減を図る。

2,400万円
水道料金の基本料金を免除1Pickup

　急激な原材料費・光
熱費等の高騰に伴い、
町内事業者に対し補助
を行い、負担軽減を図
る。

3,450万円
町内の事業者を支援4Pickup

第３回
定例会

定例会の
あらまし

一般会計補正予算他を可決

高騰の負担軽減へ原 油 価 格・物 価
　令和４年第３回定例会を９月７日～28日までの
ほか、専決承認３件、補正予算７件を含む計18件
議員発議２件を行いました。

22日間の日程で開催し、令和３年度一般会計歳入歳出決算認定
が提出され、審議の結果すべて原案どおり可決しました。また、 

　町内の小中学校での給食費を３か月
間免除し、急激な物価高騰に対し、家
庭での負担を軽減する。

665万円

小中学校児童生徒
の給食費を補助2Pickup

　町内の未就学児に対して１人あたり
13,500円の補助を行い、急激な物価高
騰に対し、家庭での負担を軽減する。

270万円

赤ちゃんから幼稚園児ま
での子どもへの給付金3Pickup

　急激な資機材等の高騰に伴い、町内
農業者、漁業者に対し補助を行い、負
担軽減を図る。

1,500万円

農漁業経営の安定
のための補助金5Pickup

　急激な燃料等の高騰に伴い、公共交
通機関事業者に対し補助を行い、負担
軽減を図る。

1,630万円

移動手段である公共交通
の燃料費などを支援6Pickup
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決 算 審 議

決算審査
特別委員会 賛成多数で決算を認定

執行状況に留意し適正

会 計 の 種 類 歳　入 歳　出

一　般　会　計 66億4,630万円 61億5,048万円

特　

別　

会　

計

国民健康保険 18億2,133万円 17億9,917万円

後期高齢者医療 １億9,784万円 １億9,731万円

介護保険 14億356万円 13億6,563万円

稲取財産区 78万円 73万円

風力発電事業 682万円 411万円

幼児教育アドバイザー共同設置事業 209万円 204万円

水道事業 ４億1,759万円 ４億173万円

会計別決算額

　ふるさと納税基金の活用事業には、
道路等整備事業、雇人（学校支援員）、
新型コロナウイルス感染症対策など一
般財源で行うべき内容が見られる。同
基金の活用事業については、寄附者の
意向に沿った中で、町の魅力増進や先
行投資的な事業など、一般財源では対
応できないような意欲的な事業に活用
されたい。

ふるさと納税基金の適切な活用を
提言
１ 対策を期して健康増進事業の継続を

　コロナ禍においても健康増進事業
が継続されるよう、対策に万全を期
して実施するなど、弾力的対応が必
要である。
　また、白田・片瀬・大川の各地区
では、会場が設けられていないこと
や、高齢者の会場までの移動手段確
保の問題などもあり、本来対象とす
べき高齢者の一部のみへの取り組み
に留まっている。
　超高齢化社会となっていることか
ら、質・量ともに改善を図る必要が
ある。

な事業運営を提言 決算
認定

令和３年度

　令和４年第３回定例会に提出された令和３年度一般会計・特別会計の決算は、議会選
４日間にわたり審議しました。審議の結果、以下の意見を付し、決算を認定しました。

出の監査委員を除く11名の議員で構成する決算審査特別委員会に付託し、 

　東伊豆海のみえる農園は、地域農業
と観光農業の振興及び町民と都市住民
との交流を図るために設置された施設
である。
　創意工夫して事業の推進を図るべき
ところ、例年、チラシ配布や新聞掲載
での募集に留まる運営をしており、滞
在型・日帰り型ともに利用の充実・改
善には程遠い。趣旨を踏まえた施設の
運営に留意されたい。

農園の利用の充実・改善を
提言
２

提言
３

ふるさと納税の返礼品

東伊豆海のみえる農園

対策を講じて実施された健康づくり教室
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定 例 会 決 算 審 議

決算審査
特別委員会
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
審
議
を
通
し
て
様
々
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
紹
介
し
ま
す
。

事
業
の
効
果
検
証
を
重
視
し
審
議

決算審査特別委員会報告書については東伊豆町ホームページにて掲載 

https://www.town.higashiizu.shizuoka.jp/ 

ホーム > 町政・議会 > 議会 > 予算・決算審査特別委員会報告

意見書については東伊豆町ホームページにて掲載 

https://www.town.higashiizu.shizuoka.jp/ 

ホーム＞町政・議会＞陳情・要望＞意見書・決議書

令和４年第３回定例会の議案と各議員の 賛 否
〇賛成　×反対　

※議長は採決に加わらない　

議　案　名 採決 
結果

掲
載
ペ
ー
ジ

楠
山
節
雄

笠
井
政
明

稲
葉
義
仁

栗
原
京
子

西
塚
孝
男

須
佐　

衛

村
木　

脩

内
山
愼
一

藤
井
葊
明

鈴
木　

勉

定
居
利
子

山
田
直
志

補正予算
専決承認第４号　令和４年度一般会計補正予算
（第３号） 可決（11：0） Ｐ２−3 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

専決承認第５号　令和４年度水道事業会計補正予
算（第１号） 可決（11：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

専決承認第６号　令和４年度一般会計補正予算
（第４号） 可決（11：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第33号　令和４年度一般会計補正予算
（第５号） 可決（11：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第34号　令和４年度国民健康保険特別会計
補正予算（第２号） 可決（11：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第35号　令和４年度後期高齢者医療特別会
計補正予算（第１号） 可決（11：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第36号　令和４年度介護保険特別会計補正
予算（第１号） 可決（11：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第37号　令和４年度稲取財産区特別会計補
正予算（第１号） 可決（11：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第38号　令和４年度水道事業会計補正予算
（第２号） 可決（11：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第47号　令和４年度一般会計補正予算
（第６号） 可決（11：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

決算審議
議案第39号　令和３年度一般会計歳入歳出決算認
定 可決（10：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇

議案第40号　令和３年度国民健康保険特別会計歳
入歳出決算認定 可決（10：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇

議案第41号　令和３年度後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定 可決（10：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇

議案第42号　令和３年度介護保険特別会計歳入歳
出決算認定 可決（10：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇

議案第43号　令和３年度稲取財産区特別会計歳入
歳出決算認定 可決（10：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇

議案第44号　令和３年度風力発電事業特別会計歳
入歳出決算認定 可決（ 9：1 ） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 ― 〇 ╳ 〇 〇 〇

議案第45号　令和３年度幼児教育アドバイザー共
同設置事業特別会計歳入歳出決算認定 可決（10：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇

議案第46号　令和３年度水道事業会計決算認定 可決（10：0） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 〇

議員発議
発議第３号　議員報酬及び費用弁償等に関する条
例の一部改正 可決（10：1） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 ╳ 〇 〇 〇 〇 〇

発議第４号　議案第33号に対する附帯決議 可決（10：1） ― 〇 〇 ― 〇 〇 〇 ╳ 〇 〇 〇 〇 〇

※

　
　

昨
年
度
改
修
し
た
稲
取
ふ
れ
あ

い
の
森
の
「
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
」
を
、
元

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が
経
営
す
る

「
ｓ
ｏ
―
ａ
ｎ
」
に
安
価
で
賃
貸
し
て

い
る
。
貸
し
出
し
の
ル
ー
ル
が
不
明

確
で
は
な
い
か
。

　
　

予
算
や
使
用
方
法
に
つ
い
て
明

確
で
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
、
例
規

の
整
備
や
予
算
の
整
理
を
図
り
た
い
。

空
家
改
修

ＱＡ
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
事
業
と
し
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
が
コ
ス
モ
キ
ャ
ス

ト
や
情
報
配
信
メ
ー
ル
と
の
兼
ね
合

い
は
。

　
　

防
災
上
の
観
点
か
ら
、
情
報
伝

達
の
多
重
化
と
な
っ
て
い
る
。
情
報
配

信
メ
ー
ル
は
い
ず
れ
廃
止
し
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
に
統一し
た
い
。

ＱＡ
　
　

健
康
増
進
事
業
は
フ
レ
イ
ル
対

策
と
し
て
十
分
対
応
で
き
る
か
。

　
　

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
包
括
支

Ａ Ｑ

援
と
共
同
で
行
っ
て
い
る
が
、
同
じ

内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
を
教
室
の
生
徒
に

も
実
施
し
て
い
る
。
低
栄
養
と
み
ら

れ
る
人
が
多
い
の
で
、
管
理
栄
養
士

に
よ
る
栄
養
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
事
業
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
の
実

人
数
は
。
75
歳
以
下
の
方
に
も
参
加

を
募
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

80
人
程
に
声
か
け
し
、
参
加
者

実
数
が
50
人
と
な
る
。
65
歳
以
上
か

ら
の
対
応
も
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、

ＱＡ

対
応
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
今
後
の

検
討
課
題
と
な
る
。

　
　

有
収
率
に
つ
い
て
、
前
年
度
よ

り
も
改
善
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

　
　

大
川
地
区
で
の
漏
水
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
漏
水
箇
所
を
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
修
繕
を
行
っ
た
。
そ

の
た
め
特
に
大
川
簡
易
水
道
で
有
収

率
が
あ
が
っ
た
。

ＱＡ

　
　

電
波
宣
伝
委
託
料
、
観
光
宣
伝

委
託
料
と
も
に
実
績
内
容
が
昨
年
度

と
同
じ
で
あ
る
。
効
果
の
検
証
が
必

要
で
は
。

　
　

電
波
宣
伝
委
託
料
で
は
県
内
、

東
京
及
び
神
奈
川
に
向
け
宣
伝
を

行
っ
て
い
る
。
町
の
観
光
宣
伝
委
託

料
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
か
ら
観
光

協
会
が
一
元
化
さ
れ
た
の
で
、
注
視

し
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

ＱＡ
　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
、

前
年
よ
り
増
え
て
い
る
要
因
は
。

　
　

以
前
は
補
助
率
20
％
で
20
万
円

を
限
度
と
し
、
１
回
の
み
の
申
請
と

な
っ
て
い
た
が
要
綱
を
改
正
し
、
５

回
ま
で
の
申
請
と
し
た
。
ま
た
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
引
き
こ
も
り
需
要

ＱＡ

も
増
加
要
因
と
し
て
あ
る
。

　
　

町
民
の
高
齢
化
に
対
す
る
図
書

館
の
努
力
、
取
り
組
み
は
。

　
　

人
気
の
あ
る
本
に
つ
い
て
、
冊

数
は
多
く
な
い
が
、
大
活
字
本
を
購

入
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者
向
け

の
音
読
サ
ー
ク
ル
も
開
催
し
て
い
る
。

ＱＡ
　
　

診
療
報
酬
の
1
人
当
た
り
の
費

用
が
増
加
し
て
い
る
。
東
伊
豆
町
の

状
況
は
。

　
　

医
療
の
高
度
化
等
に
よ
り
費
用

は
高
く
な
っ
て
い
る
。
医
療
費
の
県
平

均
は
38
万
63
円
で
、
当
町
は
41
万
４

千
３
５
４
円
と
な
っ
て
い
る
。

ＱＡ

東
伊
豆
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

フ
レ
イ
ル
対
策

町
観
光
協
会
等
委
託
料

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

図
書
館
の
取
組

国
民
健
康
保
険

介
護
保
険

水
道
事
業
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一 般 質 問ここが聞きたいここが聞きたい

保育園でのフッ化物洗口

Ｑ

Ａ
歯と口の健康に対する取り組みは
ライフステージごとの検診やフッ化物洗口等を実施

防災マップ等で
警戒区域の事前確認を

Ｑ

Ａ
警戒区域に近い避難所の安全性は
一定の安全性は確保されている

明日へはばたけ

Ｑ

Ａ
町独自の給付型奨学金制度は
戻りたいと感じる環境づくりを優先したい

Ｑ

Ａ
稲取岬の景観整備のお考えは
総合的な観点から検討したい

考
え
る
が
。

　
　
町
全
体
の
景
観
計
画
を

し
っ
か
り
と
ま
と
め
る
こ
と

が
前
提
と
な
る
。
住
民
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
に
つ
い
て
は
、

景
観
に
関
す
る
講
演
会
等
の

開
催
も
考
え
て
い
る
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
実
施
が
で
き
て
い

な
い
。

　
　
地
区
内
に
は
八
幡
小
路

等
珍
し
い
路
地
が
あ
り
、
ま

た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

展
開
し
て
い
る
場
所
も
核
と

な
り
得
る
の
で
は
。

　
　
昭
和
を
感
じ
さ
せ
る
雰

囲
気
が
あ
り
、
魅
力
を
感
じ

て
い
る
。
た
だ
し
防
災
と
い

う
視
点
も
必
要
と
な
る
の

で
、
両
面
か
ら
取
り
組
み
を

す
す
め
て
い
き
た
い
。

　
　
稲
取
岬
の
景
観
整
備
に

つ
い
て
の
お
考
え
は
。

　
　
町
の
上
位
計
画
を
策
定

し
た
上
で
、
総
合
的
な
観
点

か
ら
検
討
し
、
環
境
が
整
え

ば
推
進
す
る
考
え
は
あ
る
。

　
　
ま
ち
づ
く
り
は
一
朝
一

夕
に
で
き
る
も
の
で
は
な
く

早
期
の
動
き
出
し
が
必
要
と

ＱＡ

ＱＡ

美しい稲取岬をさらに魅力ある空間に

　
　
大
学
や
専

門
学
校
を
卒
業

後
、
東
伊
豆
町

に
帰
っ
て
き
て
、

町
内
や
他
地
区
に
就
職
し
た

ら
、
返
済
を
し
な
く
て
も
よ

い
条
件
の
町
独
自
の
奨
学
金

制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
。

　
　
提
案
の
奨
学
金
は
町
に

戻
る
た
め
の
一
定
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
に
な
る
が
、
原
資
を

ど
う
や
っ
て
賄
う
か
、ま
た
、

そ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
か

え
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
足
か

せ
に
な
り
か
ね
な
い
か
等
の

問
題
が
あ
る
。
ま
ず
は
「
雇

用
の
受
け
皿
」
を
作
る
こ
と

Ａ

　
　
東
伊
豆
町
は
県
下
で
む

し
歯
の
子
ど
も
が
際
立
っ
て

多
い
が
要
因
は
。

　
　
複
合
世
代
の
同
居
世
帯

が
多
く
、
お
や
つ
の
食
べ
方

の
問
題
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
方

法
に
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

　
　
む
し
歯
予
防
と
し
て
効

果
が
あ
る
、
歯
の
質
を
高
め

る
た
め
の
フ
ッ
化
物
洗
口
の

実
施
は
。

　
　
歯
科
衛
生
士
に
お
願
い

し
、
小
学
１
～
３
年
生
を
対

象
に
９
月
か
ら
学
校
で
再
開

す
る
。

　
　
歯
ぐ
き
が
や
せ
た
た
め

む
し
歯
に
な
り
や
す
い
高
齢

者
に
も
、
フ
ッ
化
物
洗
口
の

た
め
の
ポ
ー
シ
ョ
ン
タ
イ
プ

の
薬
液
を
配
布
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
有
効
と
考
え
る
。
方
法

や
財
政
面
な
ど
検
討
し
た

い
。

　
　
歯
科
検
診
や
歯
科
保
健

指
導
に
出
向
く
事
が
難
し
い

方
へ
の
対
応
は
。

　
　
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば

対
応
可
能
な
訪
問
型
の
歯
科

医
院
を
紹
介
し
て
い
る
。

ＱＡ

　
　
避
難
所
の
開
設
の
タ
イ

ミ
ン
グ
は
。

　
　
大
雨
に
よ
る
避
難
所
の

開
設
に
関
し
て
は
、
気
象
台

よ
り
大
雨
警
報
が
発
表
後
、

降
雨
の
状
況
に
よ
り
自
主
防

災
会
へ
開
設
の
連
絡
を
行
う
。

　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
警

戒
区
域
に
か
か
る
避
難
所
の

安
全
性
は
。

　
　
建
物
の
構
造
上
、
一
定

の
安
全
は
確
保
さ
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、

鈴
すず

木
き

　勉
つとむ

議員

楠
くす

山
やま

　節
せつ

雄
お

議員

笠
さか

井
い

　政
まさ

明
あき

議員

栗
くり

原
はら

　京
きょう

子
こ

議員

そ
の
時
の
災
害
種
別
と
避
難

状
況
に
応
じ
、
町
民
の
安
全

を
考
え
、
広
域
避
難
所
な
ど

を
使
用
し
て
開
設
し
て
い

く
。

　
　
災
害
時
に
広
域
避
難
所

へ
の
切
り
替
え
な
ど
、
避
難

パ
タ
ー
ン
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
公
民
館
へ
の
避
難
が
間

に
合
わ
な
い
場
合
、
ケ
ー
ス

バ
イ
ケ
ー
ス
で
対
応
し
て
い

る
た
め
、
現
状
避
難
パ
タ
ー

ン
は
な
い
。

　
　
高
齢
者
避
難
に
関
し
て

は
地
域
と
の
連
携
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
要
配
慮
者
の
避
難
に
つ

い
て
は
事
前
に
登
録
さ
れ
て

い
る
方
は
、
個
別
計
画
を
立

て
て
対
応
し
て
い
る
。
ま

た
、
黄
色
い
リ
ボ
ン
な
ど
で

安
全
の
確
認
な
ど
も
行
っ
て

い
る
。

Ｑ

Ａ

Ｑ

ＡＱＡ
　

Ａ

Ａ Ｑ

Ｑ

Ａ

そのほかの

質 問

生
ご
み
の
資
源
化
に
つ
い
て
の

お
考
え
は

Ｑ
旅
館
の
み
な
ら
ず
一
般
家
庭
か

ら
出
る
ご
み
も
対
象
に
資
源
化

・
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
い
く

Ａ

Ａ Ｑ

Ｑ

そのほかの

質 問

ま
ず
は
令
和
５
年
４
月
か
ら
給

食
の
実
施
が
始
ま
る
の
で
負
担

軽
減
が
図
ら
れ
る

Ａ
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組

み
の
推
進
の
お
考
え
は

Ｑ
ご
み
全
体
の
取
り
組
み
の
仕
組

み
づ
く
り
を
行
う

Ａ
幼
稚
園
の
給
食
費
無
料
化
の
お

考
え
は

Ｑ

が
重
要
だ
と
考
え
る
。

　
　
就
職
先
に
つ
い
て
は
、

町
内
の
企
業
も
人
材
確
保
に

苦
労
し
て
い
る
。
財
源
に
つ

い
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
か

ら
積
み
立
て
た
り
、
町
内
の

企
業
と
町
が
共
同
で
出
資
し

て
基
金
を
設
立
す
る
方
法
等

も
考
え
ら
れ
る
。
人
口
減
少

対
策
が
町
の
課
題
で
あ
り
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
世
代

を
増
や
さ
な
け
れ
ば
子
ど
も

が
減
り
地
域
の
産
業
が
継
承

で
き
な
く
な
り
、
次
世
代
に

よ
り
良
い
バ
ト
ン
が
渡
せ
な

く
な
る
。
人
口
減
少
対
策
と

し
て
早
期
に
取
り
組
ん
で
は

ど
う
か
。

　
　
ま
ず
は
本
町
の
出
身
者

が
帰
っ
て
き
た
く
な
る
町
、

町
外
の
方
が
移
り
住
み
た
く

な
る
町
を
目
指
し
必
要
な
支

援
策
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
講
じ
て
い
く
。

ＱＡ

Ｑ
そのほかの

質 問

大
学
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
最

終
目
標
は

Ｑ
人
的
、
知
的
資
源
を
有
効
活
用

す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
東
伊

豆
町
の
フ
ァ
ン
と
し
て
関
係
人

口
の
拡
大
を
目
指
す

Ａ

そのほかの

質 問

様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
た
い

Ａ
小
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
生

理
用
品
の
無
償
配
置
を
す
る
お

考
え
は

Ｑ
ス
マ
ホ
教
室
の
開
催
も
検
討

Ａ
高
齢
者
の
ス
マ
ホ
操
作
に
関
す

る
困
り
事
の
対
応
は

Ｑ

ＱＡ
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一 般 質 問ここが聞きたいここが聞きたい

リニューアルした観光協会に
期待が寄せられるが…

Ｑ

Ａ
熱川海浜プールの現状と今後は
廃止せざるを得ない

　
　
観
光
客
の
み
な
ら
ず
、

地
元
の
子
ど
も
た
ち
も
利
用

し
て
お
り
、
存
続
を
願
う
声

が
大
き
い
が
。

　
　
漏
水
が
収
ま
ら
ず
新
設

と
同
等
の
費
用
が
か
か
る
。

　
　
高
磯
の
湯
の
現
状
は
。

　
　
本
年
度
よ
り
町
観
光
協

会
に
統
合
さ
れ
た
熱
川
温
泉

観
光
協
会
が
管
理
を
し
て
い

た
が
、
運
営
状
況
が
悪
く
昨

年
秋
以
降
閉
鎖
し
て
い
る
。

　
　
観
光
地
再
生
の
た
め
に

観
光
協
会
が
統
合
し
た
。
運

営
を
担
え
な
い
の
か
。

　
　
ま
ず
は
観
光
協
会
が
検

討
す
べ
き
こ
と
と
考
え
る
。

　
　
特
に
子
ど
も
が
利
用
す

る
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の

修
繕
費
等
の
財
源
に
子
ど
も

に
も
入
湯
税
を
課
し
て
あ
て

た
ら
ど
う
か
。

　
　
子
ど
も
に
は
担
税
能
力

が
な
く
、
親
子
連
れ
の
負
担

が
相
対
的
に
高
ま
る
た
め
、

基
本
的
に
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
北
川
の
観
光
整
備
の
状

況
は
。

　
　
地
元
か
ら
提
案
を
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
風
情
を
活

か
し
た
観
光
地
に
な
る
。

須
す

佐
さ

　衛
まもる

議員

そのほかの

質 問

役
場
の
津
波
被
害
が
想
定
さ
れ

る
な
か
、
庁
舎
移
転
は

Ｑ
災
害
対
策
本
部
機
能
の
移
転
を

含
め
検
討
を
指
示
し
た

Ａ
町
の
源
泉
を
町
民
の
た
め
に
活

用
し
て
は

Ｑ
６
本
保
有
し
１
本
の
み
運
用
中

だ
が
、
そ
れ
も
来
年
３
月
を

も
っ
て
休
止
す
る

Ａ

ＱＡＱ

Ａ
　

ＱＱＡ
　

Ｑ

Ａ
ネット依存度調査を
今後学校で実施していきたい

Ｑ

Ａ
町民の声を聴く場を設けては
希望があれば会合や集まりに出席したい

た
い
と
い
う
気
持
ち
の
表
れ

だ
と
思
う
が
、
前
町
長
が

行
っ
て
い
た「
一
日
町
長
室
」

の
よ
う
な
こ
と
を
行
う
考
え

は
な
い
か
、
ま
た
は
独
自
の

案
が
あ
る
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き

た
「
一
日
町
長
室
」
は
利
用

者
が
少
な
か
っ
た
と
聞
い
て

い
る
の
で
、
現
状
は
実
施
す

る
予
定
は
な
い
。
一
方
で
町

民
の
声
を
聴
く
こ
と
は
重
要

な
の
で
、
そ
の
よ
う
な
声
を

聴
く
様
々
な
機
会
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
。

　
　
町
民
か
ら
は
「
町
長
の

顔
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
」

と
か
「
な
ぜ
こ
ん
な
に
小
さ

な
町
に
き
た
ん
だ
ろ
う
」
と

不
思
議
が
っ
た
り
、「
一
期

で
や
め
て
国
政
に
帰
っ
て
し

ま
う
の
で
は
」
と
心
配
す
る

な
ど
、
様
々
な
声
が
聞
か
れ

る
。
い
ず
れ
も
町
長
と
直
接

会
っ
て
み
た
い
、
話
し
て
みこの東伊豆が好きで来ました

　
　
児
童
生
徒
の
ゲ
―
ム
・

ネ
ッ
ト
の
利
用
時
間
や
性
格

へ
の
影
響
を
調
査
し
て
い
る

か
。

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信

の
使
用
状
況
、
使
用
時
間
、

使
用
の
決
ま
り
な
ど
を
調
査

し
た
こ
と
は
あ
る
。
ま
た
、

学
期
ご
と
の
使
用
状
況
を
調

査
し
て
い
る
学
校
、
ゲ
ー
ム

依
存
に
つ
い
て
の
注
意
点
や

体
へ
の
影
響
を
指
導
し
て
い

る
学
校
も
あ
る
。

　
　
児
童
生
徒
の
ネ
ッ
ト
依

存
度
調
査
を
実
施
す
べ
き
で

は
。

　
　
県
か
ら
も
注
意
喚
起
も

受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

県
の
ネ
ッ
ト
依
存
度
判
定
シ

ス
テ
ム
は
、
学
校
ご
と
の
状

況
も
出
る
の
で
、
現
状
把
握

に
は
最
適
な
シ
ス
テ
ム
だ
と

感
じ
る
。
今
後
町
内
の
小
中

学
校
で
実
施
し
て
い
き
た
い
。

現
状
を
共
有
し
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

山
やま

田
だ

　直
なお

志
し

議員

西
にし

塚
づか

　孝
たか

男
お

議員

Ａ

Ｑ

ＱＡ

ＱＡ

そのほかの

質 問

幅
広
く
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い

Ａ Ｑ
統
合
に
伴
っ
て
稲
取
幼
稚
園
の

園
舎
は
今
後
ど
の
よ
う
な
活
用

を
考
え
て
い
る
の
か

ク
ラ
ブ
活
動
を
部
活
と
し
て
認

め
て
は
ど
う
か

Ｑ
現
時
点
で
は
難
し
い

Ａ

Ａ

ＱＡ
　

　近年、全国的に地方への移住に注目が集まり、ここ東伊豆町にも関心を寄せ
られる方が多くなっています。
　そこで、総務経済常任委員会では、東伊豆町に移住してきた皆様にアンケー
トを実施し、町の取り組みを検証することとしました。
　つきましては、下のＱＲコードをスマホなどで読み取り、アンケートにご回
答いただけると大変ありがたいです。調査で得ました情報は議会活動に反映さ
せていきます。お気軽にお願いします。

東伊豆町に

移住してき
たみなさま

へ

－総務経済常任委員会－アンケートのお願い
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　今回は静岡県高校総体などで入賞し、東海大会
に出場した稲取高校の選手の皆さんに、部活動や
今後の進路について聞きました。

ひ
が
し
い
ず

議
会
だ
よ
り

令
和
４
年
10
月
20
日
発
行

【
発　

行
】

【
責
任
者
】

【
住　

所
】

東
伊
豆
町
議
会

議
長　

稲
葉
義
仁

〒
４
１
３
︱

０
４
１
１

【
編
集
】　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

【
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
】 

０
５
５
７
（
９
５
）
６
３
０
７

静
岡
県
賀
茂
郡
東
伊
豆
町
稲
取
３
３
５
４
番
地

議会広報編集委員会
委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

笠
井
政
明

栗
原
京
子

稲
葉
義
仁

西
塚
孝
男

藤
井
廣
明

山
田
直
志

県
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
陸
上
競
技 

砲
丸
投
げ
４
位

鳥
澤
快
斗
（
と
り
ざ
わ
か
い
と
） 

①
忍
耐
力
、
我
慢
強
さ
は
つ

い
た
と
思
い
ま
す
。

②
医
療
系
専
門
学
校
で
、
検

査
技
師
な
ど
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

県
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
新
体
操
団
体
２
位

東
海
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
新
体
操
団
体
４
位

高
島
唯
斗
（
た
か
し
ま
ゆ
い
と
）

①
部
長
と
し
て
み
ん
な
を
ま

と
め
る
力
が
つ
き
ま
し
た
。

②
地
元
に
就
職
し
て
左
官
屋

に
な
り
ま
す
。

名
城
詩
音
（
な
し
ろ
し
お
ん
）

①
心
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

②
東
京
の
専
門
学
校
で
ア
ク

シ
ョ
ン
ス
タ
ン
ト
を
目
指
し

ま
す
。

編集後記　
岩
井
町
長
と
な
り
２
度

目
の
定
例
会
と
な
っ
た

が
、
各
議
員
手
探
り
で
新

町
長
の
考
え
を
質
し
た
。

質
問
に
分
か
り
や
す
く
答

え
、
新
し
い
視
点
や
発
想
も
感

じ
ら
れ
、
町
政
が
変
わ
っ
て
い

く
だ
ろ
う
と
の
思
い
を
強
く
し

た
。
一
方
で
議
員
の
質
問
に
は

少
し
物
足
り
な
さ
を
感
じ
た
。

た
だ
聞
く
だ
け
で
、
町
長
と
問

題
意
識
を
共
有
し
、
課
題
を
指

摘
す
る
よ
う
な
質
問
は
少
な
か

っ
た
よ
う
に
思
う
。
新
し
い
町

長
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
研
鑽

が
必
要
と
感
じ
た
。

　

稲
高
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

は
、
し
っ
か
り
と
し
た
考
え
を

持
ち
、
次
に
進
も
う
と
し
て
い

る
輝
く
生
徒
た
ち
を
応
援
せ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。�

（
山
田
）

【
質
問
内
容
】（
敬
称
略
）

①
部
活
動
で
得
た
も
の
は
。

②
将
来
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

さ
か
っ
た
が
、
先
輩
に
指
導

さ
れ
た
り
、
自
分
で
も
意
識

し
た
り
、部
長
と
し
て
も
引
っ

張
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

②
就
職
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

自
分
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
た
い
で
す
。

県
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
レ
ス
リ
ン
グ

グ
レ
コ
の
部
80
キ
ロ
級
２
位

大
生
咲
耶
（
お
お
ば
え
さ
く
や
） 

①
最
初
は
、
挨
拶
も
声
が
小

県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

５
０
０
０
ⅿ 

７
位

小
澤
旭
永
（
お
ざ
わ
あ
き
の
り
）

①
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
入

部
し
、選
手
に
な
り
ま
し
た
。

挫
折
も
あ
っ
た
け
ど
、
仲
間

や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
支
え
て

も
ら
い
、
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

②
４
年
制
大
学
へ
の
進
学
を

希
望
し
て
い
ま
す
。

山
本
悠
斗
（
や
ま
も
と
ゆ
う
と
）

①
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
力
を
得
ま

し
た
。
辛
い
時
で
も
物
事
を

や
り
遂
げ
る
精
神
力
は
付
い

た
と
思
い
ま
す
。

②
看
護
系
に
進
ん
で
、
医
療

面
で
子
ど
も
達
を
支
え
て
い

き
た
い
で
す
。

横
山
祐
莞
（
よ
こ
や
ま
ゆ
う
が
）

①
き
つ
い
練
習
も
あ
っ
た
け

ど
、立
ち
直
る
強
い
精
神
力
、

強
い
心
は
身
に
付
い
た
と
思

い
ま
す
。

②
物
づ
く
り
が
好
き
な
の
で

建
築
の
専
門
学
校
に
進
み
、

大
工
や
技
能
士
を
目
指
し
ま

す
。

横
山
昴
成
（
よ
こ
や
ま
こ
う
せ
い
）

①
練
習
も
５
時
で
終
わ
り
で

な
く
、
夜
ま
で
や
り
切
る
と

こ
ろ
か
ら
忍
耐
力
が
身
に
付

き
ま
し
た
。

小澤旭永
鳥澤快斗

大生咲耶

横山昴成
山本悠斗

高島唯斗
横山祐莞

名城詩音


